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さ
ら
に
は
、
観
光
拠
点
で
あ
る
勝
連
城
跡
、

あ
や
は
し
館
、
石
川
ド
ー
ム
等
の
機
能
強
化

に
取
り
組
み
、
特
に
あ
や
は
し
館
に
つ
い
て
は

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
施
設
運
営
の
強

化
に
努
め
ま
す
。

　

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
市
産
品
の
販
路

拡
大
を
図
る
た
め
、
商
工
会
や
観
光
物
産
協

会
と
連
携
し
、
県
内
外
に
お
け
る
物
産
展
等

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
農
商
工
連
携
に
よ

る
特
産
品
開
発
や
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て
期

待
さ
れ
る「
う
る
ま
も
ず
く
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
丼
」

の
Ｐ
Ｒ
や
「
オ
ク
ラ
麺
」
な
ど
の
販
路
拡
大
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

世
界
遺
産
勝
連
城
跡
の
周
辺
に
お
い
て
は
、

市
産
品
の
物
産
販
売
等
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
機
能
や
観

光
客
の
受
入
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

う
る
ま
市
な
ら
で
は
の
観
光
を
構
築
す
る

た
め
、
そ
の
要
で
あ
る
う
る
ま
市
観
光
物
産

協
会
の
運
営
を
支
援
す
る
と
と
も
に
連
携
を

図
り
、
観
光
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

労
働
行
政
に
つ
い
て
は
、
主
に
情
報
通
信

関
連
産
業
や
観
光
、
製
造
関
連
産
業
な
ど
を

重
点
分
野
と
し
た
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事

業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
の
「
み
ん
な
で

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
運
動
」
と
連
携
し
た
人
材
育
成

及
び
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
り
、
失
業
率
の

改
善
に
努
め
ま
す
。 

　

本
年
度
は
、「
う
る
ま
市
失
業
対
策
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
う
る
ま
市
地
域

雇
用
人
材
育
成
事
業
や
就
活
サ
ポ
ー
ト
「
で

あ
え
～
る
」
な
ど
を
実
施
し
、
若
年
者
の
雇

用
及
び
就
業
機
会
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
本
市
の
担
い
手
と
な
る
児
童
生

徒
の
勤
労
観
・
職
業
観
の
醸
成
を
図
る
た
め
、

う
る
ま
市
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
連
携
協
議
会
と
連
携

し
、
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
イ
ン
グ
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、本
庁
内
の「
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
」
と
連
携
し
、
市
民
の
求
職
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
う
る
ま
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
会
員
の
就

業
機
会
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
就
業
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
中
部
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
い
ワ
ー
ク
」
と
連
携
し
、
福
利
厚

生
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

本
市
・
金
武
町
・
宜
野
座
村
で
構
成
し
て

い
る
金
武
湾
開
発
推
進
連
絡
協
議
会
で
は
、

雇
用
対
策
、
産
業
振
興
及
び
観
光
振
興
を
図

る
た
め
広
域
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
地
域

福
祉
計
画
」
後
期
計
画
に
基
づ
き
、
う
る
ま

市
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委

員
連
絡
協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、

市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
や
金
銭
管
理
等
に
支
援
が
必

要
な
障
が
い
者
や
高
齢
者
の
権
利
擁
護
を
推

進
す
る
た
め
、「
う
る
ま
市
地
域
福
祉
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
取
り
組
み

ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月

よ
り
施
行
さ
れ
る
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」

の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
障
が
い
者
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、

「
第
２
次
う
る
ま
市
障
が
い
者
福
祉
計
画
」
に

基
づ
く
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生
活
支
援
事

業
等
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
景
気
低
迷

の
影
響
を
受
け
、
加
入
者
の
低
所
得
層
と
滞

納
世
帯
が
増
加
し
、
ま
た
医
療
費
も
年
々
伸

び
続
け
て
い
る
な
ど
国
保
を
取
り
巻
く
環
境

は
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
被
保
険
者
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
国
保
の
安
定
運
営
を
図
る

た
め
、
保
険
税
の
収
納
対
策
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
伸
び
続
け
る
医
療
費
を
抑
制
す
る

た
め
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
な

ど
の
保
健
事
業
を
実
施
し
、
疾
病
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
、
重
症
化
予
防
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
医
療
費
適
正
化
事
業
の
推
進
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
・
啓
発
を
行
い

ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
被
保
険

者
の
健
康
維
持
及
び
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

集
団
検
診
等
の
無
料
実
施
と
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
及
び
成
人
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
継
続
実
施

し
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
広
報
活
動
や
年

金
相
談
等
を
と
お
し
て
年
金
制
度
の
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
年
金
事
務
所
等
の
関
係
機

関
と
協
力
連
携
し
、
市
民
の
国
民
年
金
受
給

権
の
獲
得
に
努
め
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
長
引
く
景
気
低

迷
に
よ
り
「
働
け
る
年
齢
層
」
の
要
保
護
世

帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
要
保
護
者
の

自
立
に
向
け
、
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
就

労
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
「
健
康
う
る
ま

21
」
に
基
づ
き
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
に

至
る
ま
で
、母
子
保
健
事
業
、予
防
接
種
事
業
、

健
康
増
進
事
業
等
を
実
施
し
、
市
民
と
と
も

に
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

成
人
保
健
に
つ
い
て
は
、
各
種
健
康
診
査

等
を
実
施
し
、
要
指
導
者
に
対
し
て
保
健
指

導
の
充
実
強
化
を
図
り
、
生
活
習
慣
病
の
発

症
予
防
及
び
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊
婦
健
康
診
査

の
公
費
負
担
を
継
続
し
て
実
施
し
、
乳
幼
児

に
つ
い
て
は
、
発
育
・
発
達
に
つ
い
て
適
切
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
乳
幼
児
健
康
診
査
の
充

実
と
支
援
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

誰
も
が
健
康
で
、
互
い
に
助
け
合

え
る
地
域
を
育
て
ま
す
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仕事をする大人を観察するジョブシャドウイング


